
Ｎｏ．１ 充実した学校生活を目指して 

 

対象学年：１年生（９月実施） 

 

１．題材：集団の中で目標を立てて自己を向上させる 

    内容 （１）学級や学校の生活づくり  

ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

 

２．題材について 

 (1)生徒の実態 

 

 

 

 

 

(2)題材設定の理由 

 

 

 

 

 

３．指導のねらい 

 

 

 

 

   

 

４．学級活動（１）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学級や学校の生活の充実と

向上にかかわる問題に関心

をもち、他の生徒と協力し

て、自主的、自律的に集団

活動に取り組もうとしてい

る。 

学級や学校の一員としての自

己の役割と責任を自覚し、他

の生徒の意見を尊重しなが

ら、集団におけるよりよい生

活づくりなどについて考え、

判断し、信頼し支え合って実

践している。 

充実した集団生活を築くこ

との意義や、学級や学校の

生活づくりへの参画の仕

方、集団として意見をまと

める話合い活動の仕方など

について理解している。 

入学して５ヶ月たち、生徒は落ち着いて生活しているように見え、学級での様々な

活動も充実してきている。しかし、生徒間では思いやりを欠いた言動も増え始め、人

間関係の修復がうまくいかなかったり、自分に自信を持てなくなってきたと思われる

場面もあった。一人一人が他者も認め集団を大切にしながらも、自己有用感をもって

生活していくことが求められている。 

これまでの活動の中で、積極性と達成感との関わりを考え、目標を設定すること

で、日常生活での様々な活動に対して意欲的になると考えた。また、設定した目標に

対し、友達からのアドバイスを聞くことで、集団を大切にする態度を育み、生徒自身

が集団の中で共に成長し自主的，自律的に活動することに役立つと考えて設定した。 

学習や行事、係活動、部活動、生活面など今までの中学校生活を振り返った上で、

より充実した生活を送ることができるように、新たな生活目標を立てさせる。また、

友達との関わりを通して、自己肯定感・自己有用感を高め、集団の中で共に成長して

いこうとする態度を育む。 

１ 充実
じゅうじつ

した学校生活をめざして 
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５．指導の過程 

(1)事前の指導と生徒の活動 

   

 

 

(2)本時の指導と生徒の活動 

  ① 本時の活動テーマ「充実した中学校生活をめざして」 

  ② 本時のねらい 

     今までの中学校生活を振り返り、集団の中での基本的な生活習慣を見直し、

集団の中で共に成長していこうとする態度を育む。 

  ③ 本時の展開 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

 

 

 

 

活

動

の

開

始 

 

10 

分 

１ 本時の活動の流れにつ

いて説明を聞く。 

 

 

 

 

２ 入学してから５ヶ月間

の出来事をビデオを見て

思い出し、自らの活動を

振り返る。 

 

３ 〔資料〕５０インチテ

レビで映されたアンケー

トの結果のグラフを見

て、全体的な傾向を知

る。 

・本時の活動の流れを説明す

る。 

〈本時の活動の流れ〉 

1.中学校生活の振り返り 

2.思いやりの心を考える 

3.生活習慣を考える 

4.新たな目標をたてる 

5.意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ ワークシート「１．今

までの生活を振り返って

みよう」を個人で考え記

入し、グループで積極性

と達成感について考え

る。学級内で何人か発表

する。 

 

 

・アンケート結果を見て、自

分の取り組みと学級の仲

間の取り組みを比較す

る。また、積極性と達成

感について考え、意欲的

に取り組むことの大切さ

に気付かせる。 

 

【関心・意欲・態度】 

・中学校生活を振り返り、

自分の生活を分析しよう

としている。 

〔観察〕 

５ヶ月間の中学校生活で、学習、行事、係活動、部活動、生活面について、自分の

取り組みが意欲的であったかを振り返る目的で、アンケート「充実した中学校生活

をめざして」をとる。その中で、積極性と達成感との関わりを考える。 
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活

動

の

展

開 

 

30 

分 

５ ワークシート「２．思

いやりの心を大切にし、

仲間と共に生活しよ

う。」を読み、友達との

かかわりの中で嬉しかっ

たことを記入する。 

 

６ ワークシート「３．基

本的な生活習慣を身に付

けよう。」を記入し、学

級で発表する。 

 

７ ワークシート「４．充

実した中学校生活のため

に。」を考え記入し、学

校生活の中での新しい目

標をたてる。 

・集団生活の中で、協力する

ことの大切さを説明させ

る。 

 また、友達の支えの中で生

活していることに気付かせ

る。 

 

 

・集団生活では基本的な生活

習慣を身に付けることが大

切なことに気付かせる。 

 

 

・これからの中学校生活で心

がけて欲しいことを挙げ

て、具体的な目標をもたせ

る。 

 

【関心・意欲・態度】 

・学級や生活の充実と向上

にかかわる問題に関心を

もち、自主的、自律的に

集団生活に取り組もうと

している。 

〔ワークシート〕 

 

 

 

 

 

【思考・判断・実践】 

・学級や学校の一員として

の自己の役割と責任を自

覚して、生活しようとし

ている。 

〔ワークシート〕 

活

動

の

ま

と

め 

10 

分 

８ ワークシート「友達か

らアドバイスをもらいま

しょう。」の欄について

の説明を聞き、グループ

内でワークシートを回し

読みし、アドバイスを記

入する。 

・目標をもち、達成させるた

めには、自分だけでなく、

周りの人にも見てもらうこ

とで、共に成長していこう

とすることの大切さ伝え

る。 

【関心・意欲・態度】 

・生活の充実と向上にかか

わる問題に関心をもち、

他の生徒と協力して、課

題解決に取り組もうとし

ている 

〔ワークシート〕 

＊編集委員が実践した際の評価規準は「ゴシック体（太字）」で示しています。他は設定可能と考えられる観点です。 

 

６．本題材の工夫例 

入学して５カ月、学校行事など様々な経験を通して中学校生活に慣れ始めた。そこで 

自らの取り組みを振り返り、新たな目標を立てることでより充実した学校生活を送ろう

とする態度を育むことにつながると考えた。その中で、他者と意見交換をすることでよ

り幅広い考え方を身に付けられるよう実践していく。 

  また、導入では入学後５カ月間の振り返りビデオを用いるとともに、５０インチテレビ

でアンケートのグラフを提示するなど、ＩＣＴを活用し本学習への意欲を高める。 

 

＊実践例（次ページに掲載） 

-１-３－ 













「充実した中学校生活をめざして」事前アンケート 

４つの項
こう

目
もく

について質問します。５ヶ月の中学校生活から、感じたことを５段階で答え、○をしよう。 
 （５→とてもよい、４→よい、３→ふつう、２→あまりよくない、１→よくない） 

 
 

 
 

活動の場面 
自分の積極性 
（がんばり度） 

達成感・充実感 
（満足度） 

特にがんばったこと 
（思い出） 

教
科
の
学
習 

授業への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

テストへの取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

学
校
行
事 

体育祭への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

校外学習への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

係
・
部
活
動 

係、委員会への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

部活動への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

生
活
面 

あいさつができた ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

清掃への取り組み ５・４・３・２・１ ５・４・３・２・１  

     組   番 名前 

事前 
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